
里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ａ（対象地域の概況） 

生物地理区分  
NO.98 柏崎・夢の森公園 

地域区分 都市周辺 

 1.山地  2.山麓部 ○ 3.丘陵・台地
都道府県 新潟県 

地形

条件  4.低地  5.その他 
○ 1.二次林 ○ 2.草地 ○ 3.水田 

市 町 村 柏崎市 
○ 4.畑 ○ 5.小川･水路 ○ 6.ため池 
○ 7.池沼･湿地  8.社寺林 ◎ 9.人工林 

所

在

地 
集落名称

等 

上軽井川・下軽井川・堀・
藤橋 

環境 

要素 

○ 10.その他（竹林） 
環境要素（対象とする地域に含まれる環境要素） 
     ◎：面積割合が最大のもの ○：それ以外の環境要素 

 
自然環境･景観保全､国土保全関連の法指定状況 自然環境､景観､文化等の観点からの選定･評価 

都市公園 
 

 
 

特徴的な動植物や生息環境 対象地の景観の現状 
里山環境：カタクリ、ギフチョウ、キキョウ、アカマツ・

スギと広葉樹の混合林 
湿地環境：クロサンショウウオ、モリアオガエル、メダカ、

カキツバタ等 
 
 

観光パンフレット等に写真が使用されている、主な生息種

や環境を解説したガイドブックを発行している 
 
 

 

  
撮影時期：2007 年 10 月 

写真の説明：水田を改修した池を中心に、杉林、落葉広

葉樹林、湿地、広場、草地など、里山を構成する主要な

環境要素が混在している。 

撮影時期：2007 年 10 月 

写真の説明：里山をフィールドにした環境教育を広く実

施している。 



里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ｂ（対象地域の取組） 

NO.98 柏崎・夢の森公園  1.地域コミュニティ(集落・組合等) 
都道府県 新潟県 ○ 2.団体・企業・学校等 
市 町 村 柏崎市 ◎ 3.行政による支援施策の活用 

 4.多様な主体が参加・連携する組織体 

所

在

地 集落名称等 上軽井川・下軽井川・堀・藤橋

取

組

主

体

 5.その他 
 

主な主体の名称 柏崎市 取組 

主体 その他の主体の名称 柏崎・夢の森公園市民活動運営協議会 
2.バイオマスなど新たな資源としての利用 

対象となる資源 木 
○ 

利活用方法等 

･森林管理により生じた間伐材は園内で循環しており、自然共生型の建築等に使わ

れるほか、薪や木質ペレットなどの燃料に加工され、活用されている。 
･公園および市内施設に設置したペレットストーブ用に燃料ペレットを供給 

3.環境教育や自然体験、エコツーリズムの場としての利用 

自然観察会 ＊ 公園散策ツアー（開館日は毎日設定）、ガイドウォークスペシャル（年 10本）
など 

環境教育・学習

活動 
＊ 子ども向け、親子向け、大人向けの各種講座 年間 50本以上 

里地里山体験・

環境保全 
＊ 里山調査、森づくり活動、菜の花プロジェクト 

農林業体験活動 ＊ 田畑づくり活動 
エコツアー   

● 

その他 ＊ 団体向けプログラム（45 種類の活動メニュー）を事前予約により実施（年間
8,000名） 農林業体験活動やエコツアーの要素を含む活動も含む。 

4.野生動植物やその生息地の保全・管理 
○ 

取組内容 人工林および 2次林の手入れ、湿地の植栽管理など 
5.地域の良好な景観の保全・修復 

○ 
取組内容 里山の復元をテーマに森づくり活動や田畑づくり活動を市民とともに実施 

6.里地里山の伝統的な生活文化の知恵や技術の継承 

生活行事   
資源利用技術   

対

象 
その他 ＊ 稲わらを利用した堆肥づくりと活用、郷土食体験、かまど・囲炉裏の活用 

目的 

●：主 

○：その他 

○ 

取組内容 

･昔のやり方を基本とした有機農業の取り組みにより、米づくり学習を実施してい

る 
・地元の講師を招き、子ども達の団体等に郷土食の体験を提供している。 
・かまどを料理に使ったり、囲炉裏に火を入れて暖をとったりしている。 

連携・協働による取組 

内容・役割分担等 

柏崎市の取組に対して、「柏崎・夢の森公園市民活動運営会議」を構成する以下の 3
グループがそれぞれ活動の一端を担っている。 
・里山研究グループ：園内の自然植生や動植物の調査および環境管理活動へのアド

バイス 
・里山づくりグループ：園内の森林管理作業および湿地や田畑の管理作業 
・里山活用グループ：体験プログラムの企画・実施および指導補助 

取組の特徴や強調したい点 

里山の復元と 21世紀型の持続可能なライフスタイルの創造と実践をテーマに開設
されており、保全活動や体験プログラムによる環境教育の実施のために、総合的な

活動を市と市民が協働しながら推進している。 
平成 14年から市民ボランティアの手によって里山管理活動に取り組んできた結
果、開園前にはほとんど見られなくなっていたキキョウやオミナエシ、ギフチョウ

等が復活してきており、活動の成果が表れてきた。  
課題グループ 

取組の概要 里山復元をテーマとする公園を開設、市民と協働で多様な活動 

事例の特性 地元活動グループの組織づくり(都市周辺) 

取組の中で他の地域の参考とな

る点 

行政が里山復元と21世紀型の持続可能なライフスタイルをテー
マとして公園を開設し、環境保全活動と環境教育の実施のため

に、市民による「里山研究」「里山づくり」「里山活用」の 3グ
ループが活動を担っている。 

●学習体験 
●仕組 

 

取組主体 ◎：主な主体、○：その他の主体


